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は  し  が  き 

 この年報は、令和４年中の熱海市消防の主要な消防業務及び 

消防現勢を収録し、消防行政の合理的な運営と消防力の強化育 

成の資とするため編集しました。 

なお、統計は原則として歴年をもってあらわし、予算に関係 

のある事項については、会計年度をもって作成してあります。 

 

令和 ５年 ６月 
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熱 海 市 民 憲 章 
 

 
わたくしたち熱海市民は、国際観光温泉文化都市の市民で  

ある誇りと自覚をもって、明るく豊かな美しいまちにする 

ために、この憲章を定めます。 
 

１ わたくしたち熱海市民は、自然を愛し、きれいな美しい  

 環境をつくりましょう。 
 

２ わたくしたち熱海市民は、教養を高め文化のまちをつくり 

 ま し ょ う。 
 
３ わたくしたち熱海市民は、きまりを守り良い風習を育て、 

 住みよいまちをつくりましょう。 
 
４ わ た く し た ち 熱 海 市 民 は 、 健 康 で 働 き 、 子 供 の 幸 せ を 

 願 い 、 明 る い 豊 か な 家 庭 を つ く り ま し ょ う 。 
 
５ わたくしたち熱海市民は、お互に助け合い、親切にし、  

 観光客にはあたたかい心で接しましょう。  
 
  昭和５２年４月１０日制定 

 

              熱  海  市 
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熱  海  市  勢 
 

面         積 
 

位         置 

面       積 
東       西 
南       北 
東       経 
北       緯 

 ６１．７７ｋ㎡ 
 ７，５２０ｍ 
１３，９００ｍ 
１３９゜０１′ 
 ３５゜０９′ 

市   街   地       １３．２９ｋ㎡ 

準 市 街 地        ４．９０ｋ㎡ 
そ の 他 の 地 域       ４３．５９ｋ㎡ 

用 途 地 域 

商 業 地 域        ０．８４ｋ㎡ 
近 隣 商 業 地 域        ０．７７ｋ㎡ 
住 居 地 域        １．９１ｋ㎡ 
住 居 専 用 地 域        ８．４９ｋ㎡ 
指 定 な し       ４９．７７ｋ㎡ 

風 致 地 区 
第 １ 種 地 区       ３９．５１ｋ㎡ 
第 ２ 種 地 区       １２．２０ｋ㎡ 
指 定 な し       １０．０７ｋ㎡ 

防 火 地 域 
防 火 地 域        ０．２１ｋ㎡ 
準 防 火 地 域        １．５１ｋ㎡ 
そ   の   他       ６０．０６ｋ㎡ 

宅 造 法 規 制 区 域 
規 制 区 域       ４３．１８ｋ㎡ 
区   域   外       １８．６０ｋ㎡ 

人         口 
（令和５年３月末調） 

   男  １５，５５０ 人 
   女  １８，７５１ 人  人口密度 ５５５．３人／ｋ㎡ 
   計  ３４，３０１ 人 

世    帯    数 
（令和５年４月１日調） 

      ２０，９２７世帯    １．６人／世帯 
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熱海消防のあゆみ 
 

明 治 維 新 前     壮丁者をもって「は組１番」「ろ組２番組」「わ組８番組」の３組にて若者組を組織した。 

明治１０．１０． １  各組に竜吐水ポンプを配備した。 

明治２７． ６． ６  熱海町消防組を設立し、「熱海部」「伊豆山部」の２部を置き、腕用ポンプ2台を配備し

た。 

明治４２．１２．２３  熱海町に初めて水道を布設し、消火栓を３３ケ所設置した。 

大正 ８． ８．２２  熱海町消防組を５部に増設、部員定数を３１３名に増員し、腕用ポンプ３台を購入、各

部にそれぞれ配備した。 

大正１２． ９． １  関東大震災、熱海町は死者６８人行方不明３１人、重軽傷者９９人、家屋倒壊及び流失

５６８戸。網代町は、死者４人、負傷者１０人、家屋倒壊が多数あった。 

昭和 ３． １． ７  ドイツ製ローゼンバー式２２馬力手引動力ポンプを購入するとともに消火栓を３７ケ所

増設した。 

昭和 ５．１１．２６  北伊豆地震、熱海町は死者３人,負傷者３人、家屋全壊２８戸、半壊５８戸。網代町は

家屋半壊８戸、防火用水タンク2基破損した。 

昭和 ９． ８．２０  １９３１年型フォード２４馬力小型消防ポンプ自動車を配備した。 

昭和１２． ８．２８  市制施行にともない、田方郡熱海町消防組と田方郡多賀村消防組を合併し、熱海消防組

改称、９部制とした。 

昭和１４． ４． １  熱海市警防団と改称し、泉地区に消防部を設けた。 

昭和１４． ９． １  熱海市警防団に常備消防部を設け、各部器具置場に機関員を常置し、1939 年型ダッジ

30馬力消防ポンプ自動車を配備した。 

昭和１９． ３． ６  本町大火、罹災戸数38戸、焼失面積24,961㎡、損害8,313,479円 

昭和１９． ４． １  警防団本部に常設消防部を設け、本部員12名で２交代制勤務を採用した。 

昭和２２．１１． １  熱海市消防団と改称し、９ケ分団、常設部、団員定数５００名とした。 

昭和２３．１１．１３  消防組織法の公布により、熱海市消防本部並びに消防署を設置し、定員 27 名、消防ポ

ンプ自動車３台にて発足した。 

昭和２５． ４． ３  駅前大火、重軽傷者99人、罹災棟数 全焼81棟、半焼５棟、焼失面積約7,280㎡、罹

災世帯98世帯、罹災人員431人損害額200,000,000円 

昭和２５． ４．１３  熱海大火、重軽傷者979人、罹災棟数979棟、焼失面積約141,900㎡、罹災世帯1,461

世帯、罹災人員5,808人、損害額5,467,169,000円、延焼時間６時間４５分、出火原因

はマッチ使用後の不始末 

昭和２６． ４． １  消防職員の定数を42名、消防団員の定数を360名とした。 

昭和２７． １． １  消防署熱海駅前出張所を設置し、職員８名、タンク車１台を配備した。 
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昭和３２． ４． １  田方郡網代町との合併に伴い、熱海市消防署網代出張所を設置し、職員２名（機関員の

み）を配置するとともに、消防団を11ケ分団とし、団員定数を470名とした。 

昭和３２． ７． ９  消防職員の定数を45名とした。 

昭和３３． ８．２１  市役所庁舎の再建に伴い、庁舎内の一部に新消防庁舎を設置する。（１階消防署、２階

消防本部、延べ1,254㎡） 

昭和３３． ９．２６  狩野川台風、死者４名、行方不明１名、重軽傷者６名、全壊家屋16戸、半壊家屋37戸、

流失家屋４戸、床上浸水62戸、床下浸水235戸、損害額365,967,000円 

昭和３４． ４． １  消防職員の定数を60名とした。 

昭和３５．１２． １  消防署網代出張所の職員を増員し、６名とした。 

昭和３７． ２．１１  日本消防協会長より竿頭綬を授与される。 

昭和３７． ３． ９  消防無線を開局した。 

昭和４０． ４． １  消防職員の定数を80名とした。 

昭和４０． ９． １  救急業務を開始し、専従員６名とした。 

昭和４０．１２． ３  熱海市危険物安全協会を設立した。 

昭和４１． １． １  静岡県消防協会長より表彰旗を授与される。 

昭和４１．１２．１０  消防団の組織等を整備するとともに、４方面隊制とした。 

昭和４１．１２．２４  消防署網代出張所を、下多賀小山に移設し、消防署南熱海出張所と改称し、職員を 13

名とした。 

昭和４２． ７． １  消防署熱海駅前出張所の職員を増員し、11名とした。 

昭和４２． ７． １  高層建築物等特殊災害に対処するため消防特別救助隊を発足した。 

昭和４３． ２． １  市民の防火思想高揚のため、毎夜９時を「消防の時間」と定めた。 

昭和４４． ３． ４  消防庁長官より竿頭綬を授与される。 

昭和４４． ４． １  消防職員の定数を85名とした。 

昭和４４． ５． １  泉地区に、消防署泉分遣所を新設し、職員を６名配置した。 

昭和４５． ２． ３  つるやホテル火災、軽傷２名、焼失面積2,450.7㎡損害見積額324,000,000円、 

原因 放火 

昭和４５． ３．２９  消防署熱海駅前出張所を新築移転した。 

昭和４５． ４． １  消防職員の定数を90名とした。 

昭和４６． ３． １  市民の防火思想高揚のため、毎月１日を「防火デー」と定めた。 

昭和４６． ４． １  熱海市旅館・ホテル等防火対策協議会連合会を設立した。 

昭和４６． ７．２０  消防職員の定数を100名とした。 

昭和４６．１１．１２  伊豆箱根林野火災防止対策協議会を設立した。 

昭和４６．１１．１５  30ｍ級はしご付消防ポンプ自動車を購入、配備した。 

昭和４６．１１．１７  熱海市防火管理者協議会を設立した。 
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昭和４８． １． １  静岡県消防協会より竿頭綬を授与される。 

昭和４８． ８．３１  消防庁舎新築落成（ＲＣ造５階建、建築面積478.91㎡延面積1,827.581㎡ ） 

昭和４８． ８．３１  消防署通信指令室に一斉指令装置を設置した。（60回線） 

昭和４８．１２． １  消防本部を課制とした。（管理課・予防課） 

昭和４９． ３． １  消防庁長官より表彰旗を授与される。 

昭和４９． ３．３０  消防団第７分団詰所新築（ＲＣ２階建、延面積128㎡） 

昭和４９．１０．３１  消防団第３分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積141.9㎡） 

昭和５０． ３．１５  同報無線設備新設（通信所１局、送信所１局、受信局60局） 

昭和５０．１１．２２  消防団第２分団詰所新築（ＲＣ２階建、延面積600.40㎡） 

昭和５１． ３．１５  消防団第11分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積160.89㎡） 

昭和５２． １．３１  消防団第８分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積195.309㎡） 

昭和５３． ３．２２  消防団第４分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積208.97㎡） 

昭和５４． ３．２８  消防団第６分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積229.57㎡） 

昭和５５． １．３１  消防団第10分団詰所新築（ＲＣ３階建、延面積205.46㎡） 

昭和５５． ４． ２  無線局舎（消防無線、同報無線）の耐震化を図った。 

昭和５６． １．１６  消防団第７分団詰所増築（３階部分53.76㎡） 

昭和５７． ３．２２  消防団第９分団詰所新築（ＲＣ２階建、延面積110.48㎡） 

昭和５７． ８． １  消防署南熱海出張所増築（59.77㎡）し、救急車を配備した。 

昭和５８． ５． ２  消防団第１分団詰所新築（ＲＣ２階建、延面積225.11㎡） 

昭和５８．１２．２１  空中放水車更新配備した。 

昭和５９． ３．２８  空気充填装置を新設した。 

昭和５９．１０．２６  天理教愛町文教会よりトレーニングマシンを寄贈される。 

昭和６１．１１．１５  消防署泉分遣所、消防団第５分団詰所新築（ＲＣ造４階建の内１階及び２階部分の一部

延べ面積137.65㎡） 

昭和６２．１２．１３  消防署西部出張所新築開所（ＲＣ造・面積129.27㎡）した。 

昭和６２．１２．１３  消防署の機構を３係（第１･第２）に改革した。 

昭和６３． ７． ５  消防庁長官より熱海市旅館ホテル等防火対策協議会連合会が安全功労者表彰を授与され

る。 

平成 元  ２．１０  日本消防協会長より表彰旗を授与される。 

平成 ２． ２．２６  消防緊急情報システムを設置した。 

平成 ２． ７． １  消防庁長官より熱海市防火管理者協議会が安全功労者表彰を授与される。 

平成 ２．１１． ７  兼松通商株式会社より３５ｍ梯子付消防自動車を寄贈される。 

平成 ４． ３．１３  熱海市消防署特別救助隊訓練塔を新設した。（鉄骨４階建、延面積66.40㎡） 

平成 ４． ４． １  防災行政を消防本部に所管替えし、管理課に地震防災係を新設した。 
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平成 ５． １．１５  消防署熱海駅前出張所に救急車を配備した。 

平成 ５． ４． １  泉地区の救急業務を湯河原町へ事務委託した。 

平成 ６． １．２３  消防団第７分団詰所新築（ＲＣ造２階建、延面積155.88㎡） 

平成 ６． ４． １  消防職員の定数を107名とした。 

平成 ６． ７． ４  熱海市消防団旗（第２代）を更新した。 

平成 ６．１０．２１  消防団員の定数を500名とした。 

平成 ７． １． １  熱海市消防団女性消防部を発足した。（定数30名） 

平成 ８． ３．２９  通信バックアップシステム（防災行政無線・消防無線）を保健センターに設置した。 

平成 ８．１０．１８  消防署に高規格救急車（第１号車）を配備した。 

平成 ９． ４． １  防災行政を市長部局（防災室）へ所管替えした。 

平成 ９． ４．１３  消防団発足50周年記念大会を開催した。 

平成１０． ７．２８  消防署に二輪車「レッドアタッカー」を配備した。 

平成１０．１２．１６  消防署の空中放水車を廃車し、梯子付消防ポンプ自動車（15ｍ級）を更新配備した。 

平成１２． ３．２３  消防無線 全国波を整備した。 

平成１２． ４．１３  熱海市危険物安全協会、熱海市旅館・ホテル等防火対策協議会連合会、熱海市防火管理

者協議会の防火協力３団体を統合し、熱海市防火協会を設立した。 

平成１３． ３．３０  基地局と中継局間の消防無線市波(地方波)を無線化とする。中継局を整備した。 

平成１３． ４． １  消防組織の機構改革に伴い消防署西部出張所を廃止し、本署へ統合した。 

平成１３． ４． １  消防署通信指令室を消防本部管理課通信指令室に所管替えした。 

平成１４． ２． ７  平成13年度(財)日本消防協会 共済還元事業により指揮広報車の交付決定を受ける。 

平成１４． ２．２８  消防署南熱海出張所に指揮広報車を配備した。 

平成１４． ２．２８  消防署南熱海出張所に高規格救急車（第２号車）を配備した。 

平成１５． ９．３０  消防署熱海駅前出張所に高規格救急車（第３号車）を配備した。 

平成１６．１２．１０  消防署に救助工作車Ⅱ型（緊急消防援助隊登録）を更新配備した。 

平成１８． ４． １  消防組織の機構改革に伴い消防署熱海駅前出張所を廃止し、本署へ統合した。 

平成１８． ４． １  消防職員の定数を95名とした。 

平成１８．１０． １  消防署南熱海出張所に消火泡圧縮吐出装置付消防ポンプ自動車（３号車）を配備した。 

平成１８．１２． １  消防署南熱海出張所に配備した消火泡圧縮吐出装置付消防ポンプ自動車を本署へ配備替

えした。 

平成１９． ４． １  消防団員の定数を450名とした。 

平成２０． ４． １  機構改革に伴い管理課、予防課を統合し、消防総務課（総務室、予防室、通信指令室）

とした。 

平成２２． ６．１８  消防署に高規格救急車１号車を更新配備した。 
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平成２４． ３． ５  消防署に消火泡圧縮吐出装置付消防ポンプ自動車（１号車）を配備した。 

            それに伴い、消防署の消火泡圧縮吐出装置付消防ポンプ自動車を消防署南熱海出張所へ 

            配備替えした。 

平成２４．１１．１５  消防署南熱海出張所に高規格救急車(ＪＡ寄贈事業)３号車を更新配備した。 

平成２５． ４． １  機構改革に伴い、消防総務課通信指令室を消防署通信指令室に所管替えした。 

平成２６． ３．１３  消防署に高規格救急車２号車(緊急消防援助隊登録)を更新配備した。 

平成２６． ４．１０  市役所第１庁舎・消防庁舎竣工式（鉄骨造４階建、延面積1,617㎡） 

平成２６． ４．１４  消防署に高機能消防指令システム(Ⅰ型)を設置した。 

平成２６． ７．１０  日本赤十字社熱海地区交付金事業により、消防署に防災運搬車が寄贈された。 

平成２６．１２．１１  日本消防協会福祉共済事業により、防災活動車（SUV）フォレスターの交付決定を受け

る。 

平成２７． １．１６  南熱海地区（南熱海出張所）に総務省消防庁より無償貸与された、消防団救助資機材搭

載型車両を配備した。 

平成２７． ３．１３  消防署に広報１号車を更新配備した。 

平成２７． ９． ９  消防救急デジタル無線システムを整備した。 

平成２８． ２．１５  消防署に災害対応特殊水槽付消防ポンプ自動車２号車（緊急消防援助隊登録）を更新配

備した。 

平成２８．１０．３１  消防署南熱海出張所に指揮広報車(熱海市防火協会･熱海温泉ホテル旅館協同組合寄贈)

を更新配備した。 

平成２９．１２． ７  日本消防協会福祉共済事業により、消防団第９分団に防災活動車が交付された。 

平成３０． ３． ７  消防庁長官より竿頭綬を授与される。 

平成３０． ４． １  機構改革に伴い、消防署通信指令室を消防総務課通信指令室に所管替えした。 

平成３０． ４． １  熱海市消防団支援団員（熱海市版機能別団員）を設置した。 

平成３０． ４．２０  消防団第９分団詰所新築落成（供用開始）（ＲＣ２階建、延面積126.00㎡） 

平成３０． ４．２１  消防団第３分団詰所新築落成（供用開始）（ＲＣ２階建、延面積142.17㎡） 

令和 元．１２．１４  消防署南熱海出張所供用開始 

令和 ２． ３． ２  消防署に高規格救急車１号車を配備し、既存車両を救急５号車（予備車）とした。 

令和 ２． ３．２７  南熱海支所・南熱海出張所竣工式（Ｓ造４階建、延面積 358.165㎡） 

令和 ２． ３．２９  消防団第２分団詰所新築落成（供用開始）（Ｓ造２階、延面積 177.34㎡） 

令和 ２．１２． １  消防署に指揮車と救助工作車Ⅱ型（緊急消防援助隊登録）を更新配備した。 

令和 ３． ７． ３  伊豆山土石流災害、死者２８名（直接死２７名、関連死１名）、重傷者１名、軽傷者３

名、全壊家屋７５棟、半壊家屋１５棟、一部損壊家屋４６棟、静岡県消防相互応援協定

に基づく応援隊及び緊急消防援助隊の受援。 

令和 ４． ３． ２  消防庁長官より防災功労者表彰を授与される。 
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令和 ４． ９． １  内閣総理大臣より防災功労者内閣総理大臣表彰を授与される。 

令和 ５． ４． １  機構改革に伴い、消防総務課通信指令室を消防署通信指令室に所管替えした。 
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第１係
第２係
第１係
第２係
第１係
第２係

女性消防部

消　　防　　団

第　９　分　団
第 １０ 分　団

第　６　分　団

消　防　の　組　織　・　機　構

第 １１ 分　団

第 ２ 方 面 隊

第 ３ 方面 隊

第 4 方面 隊

第　７　分　団
第　８　分　団

第　３　分　団
第 １ 方 面 隊

泉　分　遣　所

市　　議　　会

第　１　分　団

消　　防　　署

消　防　本　部

救　　助

市　　　　　長

総務福祉教育委員会

通 信 指 令 室

第　５　分　団

第　２　分　団

南熱海出張所

予　　 防　　 室
消 防 総 務 課

警　　防

救　　急

総　　 務　　 室

第　４　分　団
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消 防 本 部 事 務 分 掌 
 
 

消 防 総 務 課  
 
 
総 務 室 
(１) 消防行政の基本的施策の企画及び調整に関すること。 

(２) 公印に関すること。 

(３) 文書の収受発送及び保存に関すること。 

(４) 消防吏員の人事及び福利厚生に関すること。 

(５) 消防吏員の予算及び決算の総括に関すること。 

(６) 消防職員の服務及び教養訓練に関すること。 

(７) 式典及び表彰に関すること。 

(８) 消防団に関すること。 

(９) 火災等の警戒、防ぎょ及び警防の計画並びに救急及び救助の計画に関すること。 

(10) 消防施設及び消防地水利に関すること。 

(11) 消防機械器具の配置、整備及び維持管理に関すること。 

(12) 消防統計及び消防情報に関すること。 

(13) 消防本部内の連絡調整に関すること。 

(14) その他課内他の室に属さないこと。 
 
予 防 室 
(１) 火災の予防及び防火思想の普及に関すること。 

(２) 予防査察の企画及びその実施に関すること。 

(３) 火災の原因、損害調査及びり災証明に関すること。 

(４) 建築物についての同意及び指導に関すること。 

(５) 消防用設備等の検査及び指導に関すること。 

(６) 危険物製造所等の許可､承認及び検査に関すること。 

(７) 防火管理者に関すること。 

(８) 防火協力団体の指導及び育成に関すること。 

(９) 煙火の消費に関すること。 

(10) 高圧ガス等の指導に関すること。 

(11) その他予防事務に関すること。 
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消 防 署   
 
 
通 信 指 令 室 
(１) 災害及び救急の受理並びに出動指令に関すること。 

(２) 消防通信の運用及び統制に関すること。 

(３) 災害情報の収集並びに伝達に関すること。 

(４) 気象観測及び気象情報に関すること。 

(５) 消防通信機器等の維持管理及び整備に関すること。 

(６) その他通信業務に関すること。 

 
 
警 防  第１係・第２係 
(１) 文書に関すること。 

(２) 署員の勤務計画に関すること。 

(３) 署員の服務教養に関すること。 

(４) 火災予防に関すること。 

(５) 災害の調査に関すること。 

(６) 災害の警戒防ぎょに関すること。 

(７) 消防地水利に関すること。 

(８) 査察に関すること。 

(９) 各種消防訓練の立案及び指導に関すること。 

(10) 地震防災に関すること｡ 

(11) 消防機械器具及び防災資器材の点検整備に関すること。 

(12) その他消防署内他の室及び係に属さないこと。 

 

救 急  第 1係・第 2係 

(１) 救急活動に関すること。 

(２) 救急訓練の立案及び指導に関すること。 

(３) 救急資器材の点検整備に関すること。 

(４) 救急統計に関すること。 

(５) その他救急業務に関すること。 

 

救 助  第 1係・第 2係 

(１) 救助活動に関すること。 

(２) 救助訓練の立案及び実施に関すること。 

(３) 救助資器材の点検整備に関すること。 

(４) 救助統計に関すること。 

(５) その他救助業務に関すること。 

 

出 張 所 等 

(１) 災害の警戒防ぎょに関すること。 

(２) 救急業務に関すること。 

(３) 火災予防に関すること。 

(４) その他消防業務に関すること。 



 

 - 11 - 

消防署所庁舎・消防団詰所等一覧表 
 

区

分 

名   称 所  在  地 
構造延面積 

（㎡） 
建 築 年 月 日 備   考 

常 
 

備 
 

消 
 

防 

消 防 本 部 中央町1-1 
Ｓ造 

1,617.0 
Ｈ26. 3.27 

TEL81-2555･2988 

  82-1067 

南熱 海出張所 下多賀525-1 
Ｓ造       

358.16 
Ｒ2. 3.13 

耐震構造 
市役所(支所)一部使用 
TEL68－2119 

泉 分 遣 所 泉79－30 
ＲＣ造 

225.0 
Ｓ61.11.15 

耐震構造 

TEL0465－62－2119 

非 
 
 
 
 

常 
 
 
 
 

備 
 
 
 
 

消 
 
 
 
 

防 

第  １ 分 団 咲見町3－17 
ＲＣ造 

225.11 
Ｓ58. 9. 2 

耐震構造 

TEL83－3309 

第  ２ 分 団 福道町7－29 
Ｓ造 

177.34 
Ｒ2. 3.6 

耐震構造 

TEL83－2769 

第  ３ 分 団 昭和町13－20 
Ｓ造 

142.17 
Ｈ30. 3.30 

耐震構造 

TEL81－4669 

第  ４ 分 団 
令和３年７月３日伊豆山土石流災害にて被災  

現在、伊豆山地区コミュニティ防災センターを仮詰所として使用 

第  ５ 分 団 泉79－30 
ＲＣ造 

137.65 
Ｓ61.11.15 

耐震構造 

TEL0465－62－2119 

第  ６ 分 団 上多賀741－1 
ＲＣ造 

229.57 
Ｓ54. 3.28 

耐震補強（H14.12） 

TEL68－2955 

第  ７ 分 団 下多賀1374 
ＲＣ造 

155.88 
Ｈ 6. 1.23 

耐震構造 

TEL68－0112 

第  ８ 分 団 下多賀436－1 
ＲＣ造 

195.31 
Ｓ52. 1.31 

耐震補強（H12.10） 

TEL68－2340 

第  ９ 分 団 初島6－1 
  Ｓ造 

126.00 
Ｈ30. 3.26 

耐震構造 

TEL67－1416 

第 1 0 分 団 網代109－2 
ＲＣ造   

205.46 
Ｓ55. 1.31 

耐震補強（H13.12） 

TEL68－3578 

第 1 1 分 団 網代455－9 
ＲＣ造 

160.89 
Ｓ51. 3.15 

耐震補強（H11.3） 

TEL68－3905 

 



消防本部

消防署

消防署出張所

消防団本部

消防団詰所

可搬式ポンプ

消防ポンプ自動車

消 防 力 配 備 図
（令和5年4月1日）
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函南町

初島

湯
河
原
駅

東海道新幹線

東海道本線
来宮駅

1分団

団員29人
（管轄人口 2,702人）

2分団

団員18人
（管轄人口 8,469人）

3分団

団員30人
（管轄人口 7,028人）

4分団

団員33人
（管轄人口 3,069人）

5分団

団員35人
（管轄人口 2,250人）

6分団

団員28人
（管轄人口 2,907人）

7分団

団員25人
（管轄人口 3,377人）

8分団

団員28人
（管轄人口 2,251人）

10分団

団員40人
（管轄人口 450人）

11分団

団員38人
（管轄人口 798人）

9分団

団員24人
（管轄人口 184人）

南熱海出張所

職員10人

消防総務課 17人 消防団本部 29人
消防署本署 55人 女性消防部 9人

神奈川県 湯河原町

伊豆山

泉

上多賀

下多賀

網代

泉分遣所

職員6人

伊
豆

多
賀

駅

網
代

駅

伊豆の国

伊東市
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消  防  費  予  算 
 

令和５年度当初予算 

 

   １ 市一般会計予算額               ２０，２４１，０００千円 

   ２ 消防費予算額                    ８６９，６７９千円 

    (1) 常備消防費                    ７６１，５２３千円 

    (2) 非常備消防費                    ８４，９５６千円 

    (3) 消防施設建設費                   ２３，２００千円 

   ３ 市予算に対する消防費比率                   ４．３% 

 

 

 

消防費予算（当初）の推移  

区 分 

年 度 別 

市一般会計予算 

千円 

消防費予算額 

千円 

比   率 

％ 

令 和 ４ 年 度 １９，６５４，０００ ８３０，１２７ ４．２ 

令 和 ３ 年 度 １８，００３，０００ ８６５，５１６ ４．８ 

令 和 ２ 年 度 １８，６３１，０００ １，０１９，５７０ ５．４ 

平成３１年度（令和元年度） １９，８４３，０００ ９４０，９９９ ４．７ 

平 成 ３ ０ 年 度  ２１，１５０，０００ ８１５，１７０ ３．８ 

平 成 ２ ９ 年 度  １８，５８５，０００ ８１９，５４７ ４．４ 

平 成 ２ ８ 年 度 １８，０８８，０００ ７２６，９８３ ４．０ 

平 成 ２ ７ 年 度  １７，６６６，０００ ７６４，８１４ ４．３ 

平 成 ２ ６ 年 度  １８，３８１，０００ １，０１２，２７５ ５．５ 

平 成 ２ ５ 年 度  １９，６１２，０００ ８４６，３３４ ４．３ 

平 成 ２ ４ 年 度 １７，５４３，０００ ７２９，１４９ ４．３ 

 



消防本部 1 4 3 3 1 5 1 18

消防署 8 12 7 6 22 55

南熱海出張所 1 5 2 2 10

泉分遣所 1 2 1 2 6

計 1 14 22 11 9 31 1 89

20才未満 5 5

20才～25才未満 12 12

25才～30才未満 4 12 16

30才～35才未満 1 7 5 2 1 16

35才～40才未満 5 4 9

40才～45才未満 9 9

45才～50才未満 3 4 7

50才以上 1 11 3 15

平均年齢 59.0 52.9 43.5 34.0 29.3 23.7 34.0 35.5

1年未満 3 3

1年～2年未満 5 5

2年～3年未満 4 4

3年～4年未満 4 4

4年～5年未満 1 1

5年～10年未満 2 10 12

10年～15年未満 8 7 4 1 20

15年～20年未満 8 3 11

20年～25年未満 1 10 11

25年～30年未満 3 2 5

30年以上 1 10 2 13

平均勤続 36.0 30.9 21.4 11.0 10.5 4.7 11.0 17.9

消
防
士

出
向
職
員 計区  分

配
　
　
　
　
置

年
　
　
　
　
　
齢

勤
　
　
続
　
　
年
　
　
数

職員の配置・年齢構成
令和5年4月1日

階  級

消
防
司
令
長

消
防
司
令

消
防
司
令
補

消
防
士
長

消
防
副
士
長
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R4年度 R3年度 R2年度 R1年度 30年度 29年度 計

90 88 89 89 89 87 ─
14 19 14 23 24 22 ─
1 1 0 1 3 2 8
1 1 2 1 5

幹部科 1 1 1 3
新任消防長・学校長科 1 1 2
上級幹部科 0

1 1 2
警防科 1 1
救急科 0
救助科 0
予防科 1 1
危険物科 0
火災調査科 0
新任教官科 0
現任教官科 0

1 1
20 16 14 20 19 18 107
5 4 5 2 2 7 25
8 7 7 11 12 8 53
1 2 1 4
1 2 2 2 2 2 11
2 2 2 4 6 3 19
2 2 2 2 3 1 12
2 1 1 1 1 1 7
1 1 2 2 1 7

0
1 1 2 1 1 6

1 1
6 4 1 5 4 3 23

0
0

1 1
4 4
1 2 1 1 1 6
1 2 3

3 2 1 6
2 2 2 6

0 2 0 2 2 2 8
2 2 1 1 6

1 1 2

実践的大規模災害対応講習

区　　　　　　　　分

消防職員数(人)

教育受講者数(人)

消防大学校における教育受講者数(人)

総合教育

専科教育

その他実務講習等

消防学校における教育受講者数(人)

初任教育

専科教育

警防科

救助科

初級幹部科

ホットトレーニング講習

ビデオ喉頭鏡講習

救急科

予防査察・危険物科

火災調査科

幹部教育

中級幹部科

上級幹部科

処置拡大追加講習

救急救命士養成における教育受講者(人)

救急救命士養成研修

指導救命士養成研修

特別教育

水難救助科

潜水士試験対策講習

女性消防吏員講習

指令センター員講習
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消 防 施 設 お よ び 機 械 等 
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消 防 機 械 配 備 状 況 (車 両) 

令和5年4月1日   

 車 両 名 登録年 種    別 シャシ 規 格  ポンプ性能等 乗車定員 

消 

防 

本 

部
・
消 

防 

署 

１ 号 車 Ｈ２４ 
水槽及び消火泡圧縮吐出装置付 

消防ポンプ自動車(600㍑) 
日 野 ＣＤ－Ⅰ Ａ２(ﾓﾘﾀ) ６ 

２ 号 車 Ｈ２８ 
災害対応特殊水槽付消防ポンプ

自動車(1,500㍑) 
〃 水ⅠA型 〃 〃 

６ 号 車 Ｈ１４ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 三 菱 ＣＤ－Ⅱ 〃 １０ 

梯 子 車 Ｈ１０ 梯子(15m)付消防ポンプ自動車 いす  ゞ １５ｍ級 〃 ６ 

救助工作車 Ｒ２ 普 通 特 殊 日 野 Ⅱ型  〃 

救急１号車 Ｒ２ 〃 トヨタ 高規格  ７ 

救急２号車 Ｈ２６ 〃 〃 〃  〃 

救急５号車 Ｈ２２ 〃 〃 〃  〃 

指 揮 車 Ｒ２ Ｓ Ｕ Ｖ 車 〃   〃 

広報１号車 Ｈ２７ ワ ゴ ン 車 〃   １０ 

広報２号車 Ｈ２６ Ｓ Ｕ Ｖ 車 スバル   ５ 

防災運搬車 Ｈ２６ ト ラ ッ ク トヨタ   ３ 

南 

熱 

海 

３ 号 車 Ｈ１８ 
水槽及び消火泡圧縮吐出装置付 

消防ポンプ自動車(600㍑) 
日 野 ＣＤ－Ⅰ Ａ２(ﾓﾘﾀ) ６ 

７ 号 車 Ｈ２７ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 〃 〃 Ａ２(日機) 〃 

救急３号車 Ｈ２４ 普 通 特 殊 トヨタ 高規格  ７ 

指揮広報車 Ｈ２８ 軽 自 動 車 ﾀﾞｲﾊﾂ   ４ 

泉 赤 バ イ Ｈ１１ 原 動 機 付 自 転 車 ヤマハ   １ 

消 
 

防 
 

団 
１ 分 団 車 Ｈ３０ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 いす  ゞ ＣＤ－Ⅰ Ａ２(ﾓﾘﾀ) １０ 

２ 分 団 車 Ｒ２ 〃 〃 〃 〃 ８ 

３ 分 団 車 Ｈ２７ 〃 〃 〃 〃 〃 

４ 分 団 車 Ｒ５ 〃 日 野 〃 〃 １０ 

５ 分 団 車 Ｈ２４ 〃 いす  ゞ 〃 〃 ８ 

６ 分 団 車 Ｈ２５ 〃 〃 〃 〃 〃 

７ 分 団 車 Ｈ２１ 〃 日 野 〃 〃 〃 

８ 分 団 車 Ｈ２６ 〃 いす  ゞ 〃 〃 〃 

９ 分 団 車 Ｒ３ 〃 トヨタ 〃 〃 ６ 

防災活動車 Ｈ２９ 軽 自 動 車 ニッサン   ４ 

10 分 団 車 Ｈ２２ 〃 日 野 ＣＤ－Ⅰ Ａ２(ﾓﾘﾀ) ８ 

11 分 団 車 Ｈ２８ 〃 いす  ゞ 〃 〃 〃 
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消 防 機 械 配 備 状 況 (可搬式動力ポンプ) 
所

属 
配  備  先 種  別 

馬 力 

(PS) 

規格放水量 

(ﾘｯﾄﾙ) 
性 能 

台車の

有 無 
購 入 年 月 日 

消 
 
 
 

防 
 
 
 

署 

本        署 

トーハツ ７０ １，５５０ B２ 無 Ｈ１８． ８ 

〃 〃 １，２９０ 〃 〃 Ｈ３０． ８ 

〃 ５１ １，４２０ B３ 〃 Ｈ１１． ９ 

〃 １０ ５００ C１ 有 Ｈ２４． ４ 

〃 １５ ５２７ 〃 〃 Ｈ ９．１１ 

〃 〃 ４３０ 〃 〃 Ｓ５７．１０ 

南 熱 海 出 張 所 
トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ ５． ９ 

〃 １２ ４２０ 〃 無 Ｓ５５．１１ 

消

防

団 

第 １ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 無 Ｈ ３． ９ 

車 載 〃 〃 ５３０ 〃 〃 Ｈ１５． ９ 

第 ２ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 無 Ｒ ２．１１ 

車 載 〃 〃 〃 〃 〃 Ｈ１８．１０ 

第 ３ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ１２． ８ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２７． ９ 

第 ４ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５３０ C１ 有 Ｈ２９．１１ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｒ ５． ３ 

第 ５ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５３０ C１ 無 Ｒ ２． ９ 

車 載 〃 〃 〃 〃 〃 Ｈ２４． ３ 

第 ６ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ ５．１０ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２５．１１ 

第 ７ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ 元．１２ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２１．１２ 

第 ８ 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ１１． ８ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２６．１１ 

第 ９ 分 団 
詰 所 

トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ ９．１１ 

〃 １２ ５３０ 〃 無 Ｒ ３．１２ 

車 載 〃 １５ 〃 〃 〃 Ｈ１７．１２ 

第 10 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ ７． ８ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２２．１０ 

第 11 分 団 
詰 所 トーハツ １５ ５２７ C１ 有 Ｈ１３． ８ 

車 載 〃 〃 〃 〃 無 Ｈ２８．１１ 

消防署 ８台  分団詰所 １３台  分団車載 １１台   計 ３２台 
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消 防 機 械 配 備 状 況 (発 電 機) 

所

属 
配  備  先 型    式 

定 格 出 力 

(VA) 
購 入 年 月 日 

消 
 
 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 
 
 

署 

本 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

署 

１ 号 車 ヤマハEF９００ｉｓ ９００ Ｈ２４． ３ 

２ 号 車 ホンダEU９ｉ ９００ Ｈ２８． ２ 

６ 号 車 新ダイワEGR－２４ ２，４００ Ｈ１０．１０ 

梯 子 車 ホンダEB５５０ ５５０ Ｈ１０．１２ 

救 助 工 作 車 ホンダEU２６ｉ ２，６００ Ｒ２．１２ 

無 線 中 継 局 舎 ホンダE２８００ ２，０００ Ｓ５６． ３ 

そ の 他 

ホンダEU１６ｉ １，６００ Ｈ２９．１１ 

ホンダEB２０００X ２，０００ Ｈ１２． ８ 

新ダイワEGR－２４ ２，０００ Ｈ１０．１０ 

ホンダEB５５０ ５５０ Ｈ１０．１２ 

南 熱 海 出 張 所 ホンダEB５５０ ５５０ Ｈ７．１２ 

３ 号 車 ホンダEX６ ６００ Ｈ１８．１０ 

消 
 
 
 
 
 
 

防 
 
 
 
 
 
 

団 

第 １ 分 団 ホンダEU９００ ９００ Ｈ１５． ９ 

第 ２ 分 団 ホンダEU９ｉ ９００ Ｒ２．１１ 

第 ３ 分 団 ホンダEU９ｉ ９００ Ｈ２７． ９ 

第 ４ 分 団 ホンダEU９ｉ ９００ Ｈ２９．１１ 

第 ５ 分 団 ホンダEX６ ６００ Ｈ２４． ３ 

第 ６ 分 団 ホンダEX６ ６００ Ｈ２５．１１ 

第 ７ 分 団 ホンダEX６ ６００ Ｈ２１．１２ 

第 ８ 分 団 ホンダEU９ｉ  ９００ Ｈ２６．１１ 

第 ９ 分 団 ホンダEU９ｉ ９００ Ｒ３．１２ 

第 10 分 団 ホンダEX６ ６００ Ｈ２２．１０ 

第 11 分 団 ホンダEX６ ６００ Ｈ２８．１１ 

※レスキューライト（緊急照明装置）を本署及び各分団に各１基配備（Ｈ10.10） 

 

 



分類 数量 分類 数量

1 5

1 5

1 10

1 1

1 5

2 5

4 5

44 5

7 5

1 19

1 2

1 13

6 5

1 5

マット型空気ジャッキ 4 5

大型油圧スプレッダー 1
検索用
器具 1

1種
除染用
器具 1

1 1

1 5

1 4

2 1

空気鋸 1 1

大型油圧切断機 1 1

空気切断機 1 5

1 1

1 3

2 1

1 2

1 高度救助用
資機材 1

1

ｻﾊﾞｲﾊﾞｰｽﾘﾝｸﾞ･救助用縛帯

滑車
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品　名

救助資機材の現況

耐電衣

耐電ズボン

耐電長靴

品　名

かぎ付きはしご

三連はしご

ワイヤはしご

カラビナ

平担架

空気式救助マット

救命索発射銃

削岩機

ガス溶断器

チェーンソー

鉄線カッター

油圧ジャッキ

油圧スプレッダー

可搬ウインチ

ワイヤーロープ

耐電手袋

安全帯

山岳
救助用
器具

水難
救助用
器具

流水救助器具一式

救命胴衣

簡易画像探索機

除染シャワー

陽圧式化学防護服

個人線量計

防塵メガネ

携帯警報器

防毒マスク

化学防護服

隊
員
保
護
用
器
具

救助用支柱器具

エンジンカッター

発電機

バスケット担架

救命浮環

登山器具一式

携帯無線機

応急処置用セット

投光器一式

携帯投光器

携帯拡声器

携帯用ｺﾝｸﾘｰﾄ破壊器具

一
般
救
助
用
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

切
断
用
器
具

破
壊
用
器
具

空気呼吸器

空気補充用ボンベ

ハンマー

防塵マスク

送排風機

呼
吸
保
護
用

器
具

ハンマドリル

ｺﾝｸﾘｰﾄ鉄筋切断用ﾁｪﾝｿｰ

万能斧

マンホール救助器具

そ
の
他
の
救
助
用
器
具

熱画像直視装置
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消 防 通 信 施 設 の 現 況 
 

高 機 能 

消防指令

システム 

シ ス テ ム 監 視 装 置  1式 

指 令 装 置  2台（補助2台） 

表 示 板  通信指令室 2面 その他 3面 

指 令 伝 送 装 置  3回線 (指令情報送信装置1台 指令情報出力装置3台) 

出動車両運用管理装置 管理装置１台 車両運用端末装置(ＡＶＭ)17台 

気 象 情 報 収 集 装 置  1式(風向・風速・温度・湿度・雨量・気圧) 

統合型位置情報通知装置  1式(固定電話・ＩＰ電話・携帯電話) 

１ １ ９ 受 信 Ｆ Ａ Ｘ  1台 

消防救急

デジタル

無 線 

通 信 方 式 コ ー ド  DN2N HN2N 

変 調 方 式 コ ー ド  P/44PSK 

周 波 数  活動波1・活動波2・主運用波・統制波1/2/3（切替方式） 

呼 出 名 称 
 あたみしょうぼう，あたみしょうぼうみなみきち 

 あたみしょうぼういずみきち 

基 地 局 
 3 基 (あたみしょうぼう：出力 5W，あたみしょうぼうみなみきち:

出力5W，あたみしょうぼういずみきち:出力2W) 

移

動

局 

車 載  26台(出力5W) 

可 搬  5台(出力5W) 

携 帯  29台(出力2W) 

署 活 携 帯  47台(出力1W) 

開 局 年 月 日 平成27年9月9日 

サイレン 分 団 詰 所 1基（9分団） 

 
 

 



※泉基地局については、活動波・統制波は発せられていません。

区分 車両等名称 呼出名称
車載型

移動局（５Ｗ）

携帯型
移動局（２

Ｗ）

卓上固定移動局
可搬型（５Ｗ）

署活系携帯
移動局(１Ｗ）

携帯型
受令機

消防総務課 2 1 5

市ダイヤルイン 数 消防署 2 1 2

消防本部 通信指令室 1

消防署 １号車 あたみ１ 1 1 2

２号車 あたみ２ 1 1 2

南熱海出張所 1 ６号車 あたみ６ 1 1

梯子車 あたみ３１ 1 1 2

泉 分 遣 所 1 救助工作車 あたみ４１ 1 1 2

指揮車 あたみ５１ 1

広報１号車 あたみ６１ 1

広報２号車 あたみ６２ 1

熱 海 警 察 署 防災トラック あたみ７１ 1

熱　海　ガ　ス 救急１号車 きゅうきゅうあたみ１ 1 1 1

東  京  電  力 救急２号車 きゅうきゅうあたみ２ 1 1 1

救急５号車 きゅうきゅうあたみ５ 1 1

出張所 1 1

３号車 あたみ３ 1 1 2

７号車 あたみ７ 1

救急３号車 きゅうきゅうあたみ３ 1 1 1

指揮広報車 あたみ６３ 1

分遣所 1

５分団車 あたみぶんだん５ 1 1 3

団  長 1 1

第１方面隊長 1 1

第2方面隊長 1 1

第３方面隊長 1 1

第４方面隊長 1 1

第１分団 あたみぶんだん１ 1 1 2 1

第2分団 あたみぶんだん２ 1 1 2 1

第３分団 あたみぶんだん３ 1 1 2 1

第４分団 あたみぶんだん４ 1 1 2 1

第６分団 あたみぶんだん６ 1 1 2 1

第７分団 あたみぶんだん７ 1 1 2 1

第８分団 あたみぶんだん８ 1 1 2 1

第９分団 あたみぶんだん９ 1 1 2 1

第１０分団 あたみぶんだん１０ 1 1 2 1

第１１分団 あたみぶんだん１１ 1 1 2 1

計 27 30 5 49 10

1　1　9

消
防
団

１０W－１．あたみ２０１（主運用波）

    １０W－１．あたみ２０２（統制波）

湯
河
原
町
消
防
本
部

保健センター（バックアップシステム）

消　防　通　信　系　統　図

一般電話

高機能消防
指令システム

1

泉

南
熱
海

本
　
　
　
署

主運用波（５Ｗ）

統制波１/２/３

活動波１（５Ｗ）

活動波２（５Ｗ）

火災報知

専用電話

消防本部

基地局

南熱海

前進基地局

泉前進

基地局
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１　消　火　栓
区分

地区別

２　防　火　水　槽
区分

地区別

３　指　定・自　然　水　利
区分

地区別

5 9 1

3 1 0 4

消　防　水　利　の　現　況

公　　　　　　　設 私　　　　　　　設
合　　計

地上 地下 バルブ 小　　計 地上 地下 バルブ 小　　計

泉 41 44 10 95 4 2 1 7 102

伊 豆 山 32 33 33 98 3 1 0 4 102

熱　　海 549149 350 50 15 564

上多賀
自然郷

46 138 3 187 191

下多賀
中　 野

42 54 7 103 3 1 0 4 107

和田木
網　 代

53 76 6 135 3 0 28 31 166

初　　島 0 0 14 14 0 0 0 0 14

合　　計 363 695 123 1,181 21 14 30 65 1,246

公　　　　　　　設 私　　　設
合　　計耐震性貯水槽

40t 以上40t 未満 小　計 40t 以上40t 未満 小　計
100t級 60t級 40t級

泉 0 0 6 8 0 14 10 0 10 24

伊 豆 山 1 0 5 6 4 16 10 3 13 29

熱　　海 4 1 15 41 2 63 25 0 25 88

上多賀
自然郷

1 0 5 0 1 7 1 0 1 8

下多賀
中　 野

1 0 6 4 2 13 2 0 2 15

和田木
網　 代

3 0 8 8 3 22 1 0 1 23

初　　島 0 1 1 1 2 5 2 0 2 7

合　　計 10 2 46 68 14 140 51 3 54 194

指　定　水　利 自　然　水　利
合　計

プール・池 水道タンク 小　　計 河　川 海　水 小　計

泉 0 0 0 3 0 3 3

伊 豆 山 0 2 2 0 1 1 3

熱　　海 2 1 3 3 2

上多賀
自然郷

1 2 3 1 1

1 1

下多賀
中　 野

2 0 2 3 0

合　　計 6

和田木
網　 代

1 0 1

初   島 0 0 0 0 2 2 2

5 8

2 5

3 5

2 3

5 11 11 7 18 29
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西北西西北西 西北西 東南東 東南東 西北西 西北西 西北西 東南東 西 西 西北西

1.5 1.5 1.5 1.6 1.4 2.0 1.6 1.6 1.1 1.5 1.5 1.8
6.3 6.5 11.9 15.8 18.9 22.7 27.0 27.5 24.9 18.5 16.0 9.4
57.8 55.7 65.4 76.2 76.0 81.7 82.1 82.5 81.7 72.4 71.5 60.4

31.5 58.5 97.0 276.0 247.5 236.5 197.5 219.0 264.0 93.5 88.5 36.0

1 1 1

1

3 2 1 3 2 3
1 1

5 8 8 5 1 4 3 3 2 4 2 4
1 2 1 1 1 1 1

1 3
1 2 5 7 5 8 11 10 5 3 7 2
1 1 2 7 7 2 2 1

4 1
1 2 1 2

7 1
1 2

通報 13 13 5 4 1 4 4 4 2 2 13

4 5 13 13 10 46 13 13 5 4

2 4 4 4 7 22 7 4 8 9 4
3

2 4 4 4 7 22 7 4 8 9 4

4 12
4 1
3 2 3 3 4

3 11 19
2 4 2 2 1 4 2

23

2 7 1 1 3 3

備  考 1 平均風速 1.4 m/sec
2 平均気温 17.1 ℃
3 平均湿度 72.0 ％
4 総降水量 ｍｍ
5 平均降水量（月） ｍｍ

1,845.5
153.8

  主な風向

気　　　象　　　情　　　報
　　　　　 　　    月　　別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
区　　分

  平均風速　m/sec
  平均気温　℃
  平均湿度　％

  降 水 量　　ｍｍ

警
　
　
報

大　　雨
洪　　水
波　　浪
高　　潮
暴　　風

低　　温

大　  雪
大津波
津　  波

注
　
意
　
報

大　　雨
洪　　水
強　　風
波　　浪
大　　雪

雷
濃　　霧

霜
乾　　燥
高　　潮
津　　波

着　　雪
風　　雪

火災気象通報

情
　
　
報

大雨に関する
強風に関する
突風に関する
高波に関する
高潮に関する
雷に関する

その他

低温に関する
霜に関する

大雪に関する
雪に関する

竜巻に関する

高温注意情報

黄砂に関する
台風に関する
地震に関する
津波に関する
土砂災害警戒
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警 防 活 動 状 況 
 

区     分 件    数 
消    防    隊 

車   両 隊 員 数 

火 災 出 動 １６ ５０ １９６ 

救 急 出 動 ３，４２４ ３，４２４ １０，３７７ 

救 助 出 動 ４１ １３８ ４５９ 

救 急 支 援 出 動 ２７９ ２７９ １，２０１ 

警 戒 出 動 ８１ ８８ ３７８ 

応 援 出 動 ０ ０ ０ 

調 査 ５０ ５４ ２２２ 

そ の 他 出 動 ４８ ７１ ２６９ 

煙火打ち揚げに伴う特別警戒 １８ ２８ １１０ 

年末年始に伴う特別警戒 １６ ２８ ７２ 

消 防 水 利 調 査 ８５ １３８ ４０６ 

道 路 偵 察 ２ ５ １４ 

機 関 点 検 ５３ ８ ２０７ 

防 ぎ ょ 訓 練 ８９ ３９ ４２９ 

揚 水 ・ 放 水 訓 練 ９１ １０５ ３１２ 

操 縦 訓 練 ２５４ ３０３ ７５７ 

救 助 隊 訓 練 ３７４ ３１０ ２，３７８ 

救 急 訓 練 ２０１ ５ ６９４ 

梯 子 車 訓 練 １ ２ １２ 

消 防 総 合 訓 練 等 ７ １４ ５４ 

 



 

 

 

火  災  統  計 
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火 災 発 生 状 況（令和４年） 

 

１  火 災 件 数      １６件 

（１）建     物      １０件      ６１，９６８千円 

（２）林     野       ２件           ０千円 

（３）車     両       ０件           ０千円 

（４）船     舶       ０件           ０千円 

（５）そ  の  他       ４件           ０千円 

      計         １６件      ６１，９６８千円 

              （過去１０年間平均 ２９，３５０.４千円） 

２  出  火  率 （人口１万人あたりの出火件数）   ４．０２件 

※ 令和３年 全国の平均出火率 ４．４８件 

 

３  損 害 額 （１件あたりの損害額）      ３，８７３.０千円 

 

４  り災世帯及び人員       

（１）世     帯       ４世帯 

（２）人     員       ６名 

５  死 傷 者 

（１）死     者        ０名 

（２）負  傷  者        ０名 
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令和４年火災発生状況と前年比較 

区   分 令和４年 令和３年 増  △減 過去10年間平均 
火 災 件 数 １６ １６   １５．１ 
火

災

種

別 

建 物 １０ ８ ２ ９．３ 
林 野 ２  △２ ０．５ 
車 両  ３ △３ １．９ 
船 舶  １ △１ ０．１ 
そ の 他 ４  ４  ３．３ 

損害額（千円） ６１，９６８ １９，０４１ ４２，９２７ ２７，４９６ 
焼損面

積 
建物（㎡） ６９ ５１３ △４４４ ２７９．８ 
林野（ａ） ８９  ８９ １６．９ 

死傷者 
死 者  １ △１ ０．８ 
負 傷 者  １ △１ ２．７ 

焼 損 棟 数 ８ ７ △９ １０．８ 
り 災 世 帯 ４ １３ △９ ９．２ 
り 災 人 員 １９ ９ １０ １６．３ 

 

 

地 域 別・月 別 火 災 発 生 状 況 
地域別 

月 別 泉 伊豆山 熱 海 
(旧市内) 多 賀 網 代 初 島 計 

１ １      １ 
２  １  １   ２ 
３   ２ １   ３ 
４   ２    ２ 
５   ２    ２ 
６ １ １    １ ３ 
７        
８   １    １ 
９        
１０        
１１   １    １ 
１２   １    １ 
計 ２ ２ ９ ２  １ １６ 

過去 10 年地域別 ０．７ ６ ９．７ ３．５ ０．４ ０．２ １５．１ 



19,725

9,188

34,048

6,507

76,447

6,545

34,613

13,261

19,041

61,968

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

5

10

15

20

25

H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 H31年 R2年 R3年 R４年

損
害
額

千
円

件
・
人

過去10年間の火災件数・死傷者・損害額推移

火災件数

死 者

負傷者

損害額

2

0

1

2

0

4

7

1

0 0

4

2

4

5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

たばこ コンロ 焚き火 電気等の配線 放火 その他 不明・調査中

件

数

出 火 原 因

原 因 別 火 災 件 数
令和４年

令和３年
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建
　
　
物

林
　
　
野

車
　
　
両

船
　
　
舶

そ
 

の
 

他

建
物

（
㎡

）

林
野

（
a

）

死
　
　
者

負
 

傷
 

者

平成25年 14 10 1 3 416 2 2 19,725

平成26年 20 11 1 3 5 13 40 4 9,188

平成27年 13 9 2 2 208 2 34,048

平成28年 17 10 3 4 85 1 6,507

平成29年 14 9 1 1 3 1,175 23 1 13 76,447

平成30年 11 6 3 2 29 1 2 6,545

平成31年 17 12 2 3 178 2 34,613

令和2年 13 8 1 1 3 196 17 2 1 13,261

令和3年 16 8 3 1 4 513 1 1 19,041

令和4年 16 10 2 4 69 89 61,968

過去10年間の火災発生状況

損
害
額

（
千
円

）

死　傷　者火　　災　　種　　別

火
災
件
数

 
 
 

年

 
区
　
分

焼損面積

14

20

13

17

14

11

17

13

16 16

0

3
2

5

1
0

1 1 1

4

0

5

10

15

20

25

火

災

件

数

過 去 10 年 間

宿 泊 施 設 火 災 の 推 移
火災件数

宿泊施設火災件数
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救 急 ・ 救 助 統 計 
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救 急 発 生 状 況（令和４年） 
 

１ 出 場 件 数                         ３，４２４件 

（１）１日平均                           ９．３８件 

（２）地域別出場件数 

ァ 熱    海                       ２，３１６件 

ィ 伊豆山及び泉                         ４１４件 

ゥ 南  熱   海                         ６９３件 

ェ 市    外                           １件 

 

２ 人口１万人当たりの救急出場件数                ９９２．６件 

※令和３年 静岡県：４３６．７件 全国平均：４９３．５件 

 

３ 搬 送 人 員                        ３，０２２人 

（１）性   別 

  ァ 男    性                       １，５００人 

  ィ 女    性                       １，５２２人 

（２）居 住 別 

ァ 熱海市内に住んでいる人                  ２，２３６人 

ィ 熱海市外に住んでいる人                    ７８６人 

（３）搬 送 先 

 ァ 管内医療機関へ搬送                    ２，７５５人 

 ィ 管外医療機関へ搬送                      ２６７人 

 

４ 要請から病院収容までの平均時間                ３８分３２秒 

 

５ 傷病者の転院件数                         ２８１件 



転

院

搬

送

そ

 
の

 
他

9 3 128 19 8 612 14 18 2,315 281 17 3,424

1 109 19 7 572 8 15 2,000 279 3,010

9 2 21 1 40 6 3 315 2 17 416

1 119 19 7 572 8 15 2,002 279 3,022

男 1 75 17 6 249 6 9 992 145 1,500

女 44 2 1 323 2 6 1,010 134 1,522

1 7 2 50 1 162 20 1 243

2 2 7 1 34 1 4 159 24 1 233

3 2 7 52 2 2 172 20 257

4 2 8 2 1 37 1 200 16 1 268

5 1 9 2 2 50 3 190 20 277

6 1 1 8 2 1 38 1 166 14 2 234

7 1 11 1 1 54 1 4 228 37 3 341

8 1 15 5 55 1 253 34 3 367

9 7 2 1 48 3 2 180 23 266

10 13 1 1 68 1 2 174 16 276

11 16 1 48 1 179 28 2 275

12 1 20 1 78 2 252 29 4 387

計 9 0 3 128 19 8 612 14 18 2,315 281 17 3,424

自
　
損
　
行
　
為

急
　
　
　
　
　
病

そ  の  他
労
　
働
　
災
　
害

不搬送件数

　
月
　
別
　
出
　
場
　
件
　
数

出 場 件 数

救 急 件 数

搬 送 人 員

性
　
別

救　　　急　　　概　　　要

 事故種別

区　分

運
　
動
　
競
　
技

一
　
般
　
負
　
傷

加
　
　
　
　
　
害

計

火
　
　
 
　
 

災

自
 

然
 

災
 

害

水
　
　
　
　
　
難

交
　
　
　
　
　
通
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火
　
　
 
　
 

災

自
 

然
 

災
 

害

水
　
　
　
　
 

難

交
　
　
　
　
　
通

労
　
働
　
災
　
害

運
　
動
　
競
　
技

一
　
般
　
負
　
傷

加
　
　
　
　
　
害

自
　
損
　
行
　
為

急
　
　
　
　
　
病

 
そ
 
 

の
 
 

他

計

死        亡 1 1 47 1 50

重        症 1 12 1 10 1 151 65 241

中   等   症 32 9 3 233 3 8 956 187 1,431

軽        症 75 9 4 329 4 5 848 26 1,300

そ   の   他 0

計 0 0 1 119 19 7 572 8 15 2,002 279 3,022

新生児 28日以内 0

乳幼児28日～6才 3 20 36 2 61

少年 ７才～17才 2 12 35 3 52

成人 18才～64才 1 70 17 5 94 6 10 416 52 671

老  人 65才以上 46 2 446 2 5 1,515 222 2,238

不          明 0

計 0 0 1 119 19 7 572 8 15 2,002 279 3,022

火 災 専 用 8 3 115 19 8 587 13 18 2,193 81 3,045

一 般 加 入 1 7 21 101 215 345

警 察 直 通 4 1 1 7 13

駆　　　　 込 2 12 14

自 己 覚 知 2 2

そ   の  他 2 1 2 5

計 9 0 3 128 19 8 612 14 18 2,315 298 3,424

覚
 
 

知
 
 

別

             事 故 種 別

   区　  分

傷
 

病
 

程
 

度
 

別

年
　
　
齢
　
　
別

傷病程度・年齢・覚知別出場状況
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火

 
 
 

災

自

然

災

害

水

 
 
 

難

交

 
 
 

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

 
 
 

害

自

損

行

為

急

 
 
 

病

そ

 
の

 
他

計

月 1 16 2 95 1 5 342 58 520

火 1 1 18 3 83 1 2 338 55 502

水 3 17 3 1 88 4 4 306 41 467

木 2 20 1 74 3 2 328 34 464

金 2 22 4 1 75 2 1 294 46 447

土 17 2 3 99 2 1 356 45 525

日 1 1 18 4 3 98 1 3 351 19 499

計 9 0 3 128 19 8 612 14 18 2,315 298 3,424

０～２ 17 3 100 7 127

２～４ 2 15 1 2 83 6 109

４～６ 2 21 1 1 99 4 128

６～８ 2 14 33 1 3 173 4 230

8～10 1 13 6 81 1 291 25 418

10～12 1 1 14 2 2 87 2 1 288 60 458

12～14 2 23 2 3 96 1 276 51 454

14～16 2 1 25 4 2 66 1 4 263 54 422

16～18 12 4 66 2 228 46 358

18～20 15 1 53 2 3 209 22 305

20～22 1 1 6 51 1 167 15 242

22～24 2 1 26 1 1 138 4 173

計 9 0 3 128 19 8 612 14 18 2,315 298 3,424

 事故種別

区　　分

曜
　
　
　
　
日
　
　
　
　
別

時
　
　
　
　
刻
　
　
　
　
別

曜 日 ・ 時 刻 別 出 場 状 況
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熱　海 2,312 件
伊豆山 397 件

泉 17 件
多　賀 549 件
網　代 144 件
初　島 4 件
市　外 1 件
合　計 3,424 件

熱　海 1,339 人
多　賀 478 人
網　代 115 人
伊豆山 275 人

泉 28 人
初　島 2 人
県　内 166 人
県　外 604 人
不　明 15 人
合　計 3,022 人

地 域 別 出 場 件 数

住 居 別 搬 送 人 員

熱 海

67.52%

伊豆山

11.59%

泉

0.50%

多 賀

16.03%

網 代

4.21%

初 島

0.12%

市 外

0.03%

熱 海
44.31%

多 賀
15.82%

網 代
3.81%

伊豆山
9.10%

泉
0.93%

初 島
0.07%

県 内
5.49%

県 外
19.99%

不 明
0.50%
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急 病 1,304 579 21 85 13 2,002

交 通 4 3 109 3 119

一 般 265 206 5 87 9 572

そ の 他 16 298 6 5 4 329

計 1,589 1,086 32 286 29 3,022

心停止の予防

早期認識と通報

一次救命処置

二次救命処置 　　救急救命士や医師などが行なう救命処置と集中治療。

“　救　命　の　輪　を　つ　な　げ　よ　う　”

　　突然倒れた人や反応のない人をみたら心停止を疑
　い119番に通報する。

　　重篤な病気の初期症状に気づいて救急車を要請し
  医療機関へ受診する。

　　心肺蘇生法とAED(自動体外式除細動器)などの
　救命処置。

大切な命を救うために必要な行動を迅速に途切れることなく行う重要性を表しています。

公 衆
出入場所

発 生 場 所 別 搬 送 状 況

仕 事 場 道 路 そ の 他 計

搬

送

人

員

　　　　　　　　　　　発生場所
事故種別 住 宅

救 命 の 連 鎖

予 防
早期認識
と通報

二次救命処置と
心拍再開後の

集中治療
一次救命処置
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内 科 1 1 1 2 8 7 1,441 111 1,572

外 科 26 3 1 69 3 3 49 22 176

脳 外 科 4 3 2 161 1 190 12 373

整 形 外 科 76 8 2 326 4 1 103 39 559

小 児 科 2 53 3 58

そ の 他 12 4 6 4 166 92 284

計 0 0 1 119 19 7 572 8 15 2,002 279 3,022

急

　
　
病

そ

の

他

診　療　科　目　別　搬　送　状　況
運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

　　　　事故種別

診療区分

水

　
　
難

交

通

事

故

　　　　　　　　　　　　　　事故種別

医療機関

診

療

科

目

火

　
　
災

自

然

災

害

労

働

災

害

一 般 負 傷急 病 交 通 事 故

2

小　　　計

4

6

1,994

0

合　　　　　　　計

2

告

示

外

医

療

機

関

告

示

医

療

機

関

私 的 診 療 所

2,002

1

572

119

119

569

329

119 572

3,022

2

5

17

74

7

0

318 3,003

0

0

12

そ の 他

2,922

1

11

45

4

国 ・ 公 立 病 院

公 的 病 院

私 的 病 院

私 的 診 療 所

公 的 病 院

計

医　療　機　関　別  搬  送  状  況

小　　　計

国 ・ 公 立 病 院

計

10

269

0

2

そ の 他 の 場 所 2

1,965

27

私 的 病 院
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1,999 118 570 327 3,014

5 12 74 11 102

7 21 24 7 59

27 1 5 33

24 1 1 26

57 1 58

354 16 14 84 468

78 1 2 81

※経鼻エアウェイ 3 0 3

※器具による気道確保 48 1 49

※気管挿管 0

1,469 73 388 249 2,179

11 19 87 12 129

0

0

6 6

29 1 30

1,904 116 551 320 2,891

1,365 92 287 193 1,937

1,922 118 562 325 2,927

1,354 45 175 181 1,755

81 1 2 84

※ブドウ糖投与 1 1

※CPA前 25 1 1 27

※CPA後 55 1 56

23 23

1,952 116 568 327 2,963

10,668 629 2,733 1,721 15,751

在宅療法継続

応　急　処　置　状　況
　　　　　　　　　　区　分
種　別

急　　　病 交　　　通 一　　　般

心　電　図

保　　　温

被　　　覆

心マッサージ

心肺蘇生

※内数として記載

血糖測定

応急処置対象人員

止　　　血

その他の処置

計

固　　　定

人工呼吸

聴診器聴取

酸素吸入

静脈路確保

血 圧 測 定

除　細　動

気道確保

計そ　の　他

血中酸素飽和度測定

ショックパンツ

薬 剤 投 与
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平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 令和 令和 令和

25年 26年 27年 28年 29年 30年 31年 ２年 ３年 ４年

人　　口
（人）

救急車数
（台）

告　示
病院数

3 3 3 3 3 3 3 3 2 2

　　　　　　過去10年間の救急状況

件数

35,172

333 3

38,992 38,422 38,055 37,722 37,523 34,493

4333 4 4

37,018 36,559 36,003

3,263

2,994

3,235

3,196 3,197
3,267 3,280

2,751

2,882

3,424

1,472

1,363

1,509

1,426
1,410

1,419
1,364

1,205 1,269

1,500

1,549

1,434

1,506

1,485 1,501 1,478
1,419

1,225

1,312

1,522
1,632

1,489

1,621

1,316

1,245

1,293

1,165

994
937

1,300

1,053

980
1,023

1,274

1,309

1,236 1,263

1,092

1,320

1,431

235 218
254

217 242 269 278 284 263 291

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

件数

男性

女性

軽症

中等症

重症
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区

分

対

象

回数

人員

回数 3 1 4 8

人員 40 14 54 108

回数 1 1

人員 11 11

回数

人員

回数 3 1 1 4 9

人員 40 11 14 54 119

令和４年度　救命講習実施状況

消

防

団

員

事

業

所

町

内

会

自

主

防

災

組

織

公

的

機

関

（
学

校

を

含

む

）

団

体

 
グ

ル

ー

プ

定

例

講

習

消

防

職

員

一般救命講習

応 急 手 当

指 導 員 講 習

合計

合

計

上級救命講習

普通救命講習
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19 21 30 39 33 33 45 41 39 41 341

8 16 16 18 16 23 28 29 25 29 208

0 11 2 0 0 22 0 0 6 41

0 10 2 0 0 15 0 0 2 29

0 10 2 0 0 15 0 0 2 29

0 12 2 0 0 21 0 0 8 43

0 11 2 0 0 21 0 0 6 40

0 21 3 0 0 23 0 0 7 54

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

0 44 7 0 0 66 0 0 21 138

0 61 12 0 0 101 0 0 38 212

0 29 5 0 0 56 0 0 16 106

0 51 6 0 0 66 0 0 18 141

0 141 23 0 0 223 0 0 72 459

0 0 0 0 0 21 0 0 1 22

0 0 0 0 0 1 0 0 1 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 7 0 0 0 0 0 0 0 7

0 1 0 0 0 0 0 0 0 1

0 0 2 0 0 0 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

0 3 0 0 0 0 0 0 3 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 11 2 0 0 22 0 0 6 41

機

械

に

よ

る

事

故

建
物
等
に
よ
る
事
故

破

　
裂

 
事

 
故

そ

 
 

の

 
 

他

ガ

ス

及

び

酸

欠

令和3年平成31年
(令和元年)

合　計令和4年平成28年平成29年平成26年 令和2年平成30年

活 動 件 数

出 場 件 数

区　　分

区分

年別
平成27年

その他の道路

内 水 面

住 居

外 水 面

そ　の　他

山 岳

高速自動車国道等

交

 
 
 
 
 

通

水

 
 
 
 
 

難

自

 
然

 
災

 
害

出 場 件 数

救 助 隊 員

そ の 他

ポ ン プ 車

救 助 人 員

出

場

車

両

救助出場状況（過去１０年間）

救助出場概要（令和４年）
火

 
 
 
 
 

災

救 急 車

合 計

事故種別

平成25年

合

　
　
　
　
　
計

活 動 件 数

救 助 工 作 車

合　　　計

屋

内

出

場

人

員

その他の屋外

合 計

救 急 隊 員

消 防 隊 員

屋

外

発

生

場

所

その他の屋内
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令和４年

279

事故種別・月別出動状況

救急支援内容・月別出動状況

10

0

3

0

1

6

2

15

交通事故

合　　計

出場件数

10

4

1

0そ の 他

交通事故

合      計

急　　病

一般負傷

心 肺 停 止

心肺停止疑い

そ  の  他

搬 送 困 難

　　  年別
区分

30

1

4

5

6

4

20

6

9

8

7

35

1

3

17

11

9

5

6

5

5

3

4

14

1

3 4 5 6 7

1 0 1 1 0

8 9 11 12 計

18614 21 16 37

19

55

19

279

15 8 17 5 11 21

2 5

3 3 3 6 6 81

2 3 2 2

0 4

1 3

552435

5 10

1 2 3 4 5

21

20

0 3

70

54

6 7 8 9 10 11

6

5

39

279

7

14

16

9

9

55

49

678

4

5

2

24

0

4

3

6

1

3

8

8

3

2

24

5

3

2

20

3

3

2

3

0

11

3

5

7

3

1

15

4

2

2

3

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

5

1

3

14 14

5

令和２年

250 251 317 294 269 281

平成２５年 平成２６年

PA連携活動状況

「PA連携」とは
　救急隊だけでは業務遂行が困難な場合や、救命のために一刻を争う事態におい
て、救急隊の出動と同時に消防隊も出動し、救急活動を支援するものです。
　消防車(ポンプ車のP)と救急車(アンビュランスのA)が連携して活動するため、こ
のような救急活動を「PA連携」と呼んでいます。

12 計

3020 17142411

令和３年

204

月
事故種別

　月
支援内容

289 214

過去１０年間のPA連携活動状況

令和元年
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2 51

1

国際医療福祉大学
熱海病院

2

静岡県立こども病院

4
東海大学

医学部付属病院
1 1 1

月
種別

ドクターヘリ出場状況

55 71

過去１０年間のドクターヘリ出場状況

病院搬送状況

事故種別・月別出動状況

「ドクターヘリ」とは
　ドクターヘリは、救命率の向上や後遺障害の軽減を図ることを目的に、厚生労働省が
定めた実施要綱に基づき、静岡県が実施する事業で、病院常駐型ヘリコプターを活用
し、救急現場から治療を開始するとともに救急搬送時間を短縮するためのものをいいま
す。

59 61 61 41 49 51

4 6 5 3合　　計 5

　　　年別
区分

出場件数 43 48

順天堂大学医学部附属
静岡病院

岡村記念病院

沼津市立病院

静岡医療センター

急　　病

一般負傷

交通事故

労働災害

転院搬送

そ の 他

1

0

1

1

3

5 7 10 5 6 4 11

2

2

1

1

3

3

3

1

1

1

5

2

1

4

2

3

6

3

1

1

1

3

1

7

2

1

1

9

2

1

2

8

5

3

10

2

2

2

2

4

11

計

29

5

12

2

23

11

1

0

12

5

71

6 7 8 9 10

6

3 4 5
月

搬送先

富士市立中央病院

1

市立伊東市民病院

平成29年平成28年平成27年平成26年平成25年

熱海所記念病院

※キャンセル

1 2

1

12

2

計

38

2

2

1

4

1

5

10

1

2

112

5

714

1

3 3 1

1

4

1

1

5

5

1

3

2

6

1

1

1

1

2

1

1

4

4 65

1

1

2

1073合      計

11

5

令和4年令和3年令和2年令和元年平成30年

11
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予         防 
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建 築 同 意 状 況（１） 
月別 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

件数 51 3 2 5 4 3 4 3 4 8 3 6 6 

建 築 同 意 状 況（２） 
区  分  

対 象 物 

同  意  件  数 延べ面積（㎡） 

新 増 その他 計 新・増 その他 計 

1 
イ 劇   場   等        

ロ 集 会 場 等        

2 

イ キ ャ バ レ ー 等        

ロ 遊 戯 場 等        

ハ 性風俗関連特殊営業        

二 カラオケボックス等        

3 
イ 待   合   等        

ロ 飲   食   店 3   3 530.22  530.22 

4  デ パ ー ト 等 1   1 232.33  232.33 

5 
イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等 17   17 83,926.81  83,926.81 

ロ 共 同 住 宅 等        

6 

イ 病   院   等 1   1 201.09  201.09 

ロ 老 人 ホ ー ム 等 1   1 496.44  496.44 

ハ デ イ サ ー ビ ス 等 1   1 110.7  110.7 

二 幼 稚 園 等        

7  学   校   等        

8  図 書 館 等        

9 
イ 蒸気・熱気浴場等        

ロ 公 衆 浴 場        

10  停 車 場 等        

11  神 社 ・ 寺 院 等        

12 
イ 工   場   等 2   2 301.91  301.91 

ロ 映 画 ス タ ジ オ 等        

13 
イ 駐   車   場 3   3 92.7  92.7 

ロ 格   納   庫        

14  倉      庫 5   5 1,876.48  1,876.48 

15  そ の 他 事 業 所 6 1  7 934.83  934.83 

16 
イ 特 定 複 合 1   1 386.04  386.04 

ロ そ の 他 複 合        

17  文   化   財        

18  ５０ｍアーケード        

   一 般 住 宅 9   9 1,405.06  1,405.06 

計 50 1  51 90,494.61  90,494.61 
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消防用設備等検査実施状況 
種 別 

 
件 数 

防火対象物 

屋 内 
消火栓 

スプリン 
ク ラ ー 

水噴霧等 
消火設備 

自動火災 
報知設備 

火災通報 
装  置 

非常放送 
設  備 

非常警報 
設  備 

届出 検査 届出 検査 届出 検査 届出 検査 届出 検査 届出 検査 届出 検査 
7 6 7 6 2 0 94 68 11 11 8 7 5 5 

１項ロ（公会堂、集会場等）               

２項ロ（遊 技 場 等）               

３項ロ（飲 食 店）       2 2     3 3 

４項 （百貨店等）       1 1   1 1   

５項イ（旅館・ホテル等）   4 3 5 5 1  53 40 8 8   5 4 1 1 

５項ロ（共同住宅等）   2 2 1  1  11 7 1 1     

６項イ（病院等）               

６項ロハ（老人ホーム等）   1 1   3 3 1 1     

６項ニ（幼稚園等）               

７項 （学校等）               

８項 （美術館）               

９項ロ（公衆浴場）               

10項（車両・船舶の発着場等）               

11項 （寺院・神社・教会）               

13項イ（駐車場）               

14項 （倉 庫）               

15項 （その他の事業所） 1 1     2        

16項イ（特定複合用途）       21 14 1 1 2 2 1 1 

16項ロ（非特定複合用途）       1 1       

18項 （アーケード）               

 

火災予防条例に基づく諸届出状況 
防

火

対

象

物

使

用

開

始

届 

ボ

イ

ラ

ー

等

設

備

届 

発

電

設

備

設

置

届 

変

電

設

備

設

置

届 

蓄

電

設

備

設

置

届 

火

災

類

似

行

為

届 

煙
火
打
揚
げ
・
仕
掛
届 

露

店

等

の

開

設

届 

水

道

断

減

水

届 

道

路

工

事

届 

少

量

危

険

物

貯

蔵

届 

液
化
ガ
ス
貯
蔵
取
扱
届 

303 20 8 3 6 22 1 51 5 96 5 8 
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危 険 物 関 係 事 務 処 理 状 況 

月 別  

区 分 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計 

屋 内 貯 蔵 所 許 可              

地下タンク貯蔵所許可     1 1 1      3 

屋内タンク貯蔵所許可            1 1 

移動タンク貯蔵所許可              

給 油 取 扱 所 許 可  1 2 1      3   7 

一 般 取 扱 所 許 可           2 1 3 

完 成 検 査   3  1     2 1 3 10 

仮 取 扱（承認）            2 2 

仮 使 用（承認）  1 2 1      3 2 3 12 

計  2 7 2  2 1 1   8 5 10 38 

（注） 許可又は完成検査には設置、変更を含む。 
 

危 険 物 製 造 所 等 分 布 状 況 
  区 分 

 
 
 
 

件 数 

製 
 

造 
 

所 
貯    蔵    所 取  扱  所 

合 
 
 
 
 

計 

事 
 

業 
 

所 

屋

内

貯

蔵

所 

屋

外

タ

ン

ク 

屋

内

タ

ン

ク 

地

下

タ

ン

ク 

簡

易

タ

ン

ク 

移

動

タ

ン

ク 

屋

外

貯

蔵

所 

計 

給

油

取

扱

所 

第販 
売 

一取 
扱 

種所 

一 

般 

取 

扱 

所 

計 

熱  海   5 18 45  5 1 74 8  18 26 99 68 

伊 豆 山    6 10    16 2  2 4 20 18 

泉    3 9    12 1   1 13 11 

多  賀   2 4 8    14 4   4 19 15 

網  代   1 1 1    3 3   3 6 5 

初  島  1 2  1   1 5 2  2 4 9 4 

計 0 1 10 32 74  5 2 124 20 0 22 42 166 123 
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危険物製造所等立入検査状況 
  区  分 
 
 
 
 
件  数 

製 
 
造 
 
所 

貯   蔵   所 取  扱  所 

計 

屋 
内 
貯 
蔵 
所 

屋 
外 
タ 
ン 
ク 

屋 
内 
タ 
ン 
ク 

地 
下 
タ 
ン 
ク 

簡 
易 
タ 
ン 
ク 

移 
動 
タ 
ン 
ク 

屋 
外 
貯 
蔵 
所 

給 
油 
取 
扱 
所 

第販 
売 

一取 
扱 

種所 

一 
般 
取 
扱 
所 

施 設 数  1 10 32 74  5 2 20  22 166 

検 査 数   4 1 7  3  8  7 30 

検査人員   8  14  6  16  14 58 

 
 

予 防 一 般 事 務 処 理 状 況 
 

   月 別 
    計 
区 分 

 
計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

消防訓練 
指   導 

件数 14 1   5 2   1  4 1  

人員 660 90   58 30   17  90 375  

防火講話 
件数 0             

人員 0             

防火映画会 
件数 0             

人員 0             

各種講習会 
件数 0             

人員 0             

防火管理者 
選解任届 

選任 160 13 12 19 16 9 21 17 9 18 12 6 8 

解任 105 5 6 14 12 6 17 13 6 11 4 4 7 

消 防 計 画 届 172 15 15 19 18 10 25 17 9 18 11 6 9 

法令適合通知(旅館業) 43 3 3 3 3 1 4 9 6 2 2 6 1 

〃   (公衆浴場)              

〃    (国観連)              

（注）消防計画については、変更届も含む。 
 



防火対象物
2,337 1,526 151 105 503 52
(741) (509) (58) (46) (121) (7)

0
0

20 11 1 1 7
(16) (8) (1) (1) (6)

0
0
2 2

(2) (2)
1 1
0
0
0

267 190 5 12 43 17
(41) (24) (1) (16)
20 15 5

(13) (8) (5)
363 175 30 17 125 16

(154) (105) (16) (10) (22) (1)
669 435 58 34 137 5

(169) (105) (21) (17) (24) (2)
22 14 8
(4) (3) (1)
15 6 2 5 2

(15) (6) (2) (5) (2)
17 10 3 4

(11) (8) (1) (2)
2 1 1

(2) (1) (1)
14 7 1 1 4 1

(12) (6) (1) (1) (4)
7 3 1 2 1

(2) (1) (1)
1 1

(1) (1)
0
0
6 3 3

(1) (1)
29 17 1 3 8
(1) (1)
75 30 5 5 35
0

15 14 1
0

34 19 2 2 10 1
0

162 101 12 5 39 5
(29) (21) (1) (7)
448 353 26 10 53 6

(249) (193) (16) (8) (28) (4)
143 114 7 6 16
(15) (12) (1) (2)

1 1
0
4 4

(4) (4)
（注）1.　法第17条第1項の規定により消防用設備等の設置を課せた対象物。
　　　2.　第1種防火対象物、法第8条第1項の規定により防火管理者の選任を課せた対象物。
　　　3.　（　　）内は第1種防火対象物を示す。

17 　　　　重要文化財等

18 　　　　延長50ｍ以上のｱｰｹｰﾄﾞ

14 　　　　倉庫

15 　　　　その他の事業場

16
　　イ 特定複合用途対象物

　　ロ その他の複合用途対象物

11 　　　　神社又は寺院等

12 　　イ 工場又は作業所

13 　　イ 車庫又は駐車場

8 　　　　美術館等

9
　　イ 蒸気浴場・熱気浴場等

　　ロ 公衆浴場等

10 　　　　停車場等

6

　　イ 病院・診療所等

　　ロ 特別養護老人ﾎｰﾑ等

　　ハ 老人福祉施設等

　　ニ 幼稚園等

7 　　　　学校等

3
　　イ 待合・料理店

　　ロ 飲食店

4 　　　 百貨店又はﾏｰｹｯﾄ

5
　　イ 旅館・ホテル等

　　ロ 寄宿舎・共同住宅等

1
　　イ 劇場・映画館等

　　ロ 公会堂・集会場等

2

　　イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・ｶﾌｪｰの類

　　ロ 遊技場・ﾀﾞﾝｽﾎｰﾙ

    ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗

計

防火対象物（事業所別）分布状況
地域別

計 熱海 伊豆山 泉 南熱海 初島

消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
に
定
め
る
防
火
対
象
物
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752 331 195 79 23 20 26 33 8 9 5 12 1 4 1 1 4

　　イ 劇場・映画館等 0

　　ロ 公会堂・集会場等 0

　　イ ｷｬﾊﾞﾚｰ・ｶﾌｪｰの類 0

　　ロ 遊技場・ﾀﾞﾝｽﾎｰﾙ 0

    ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗 0

　　イ 待合・料理店 0

　　ロ 飲食店 17 14 3

4 　　　 百貨店又はﾏｰｹｯﾄ 1 1

　　イ 旅館・ホテル等 102 34 22 14 7 6 6 8 2 1 1 1

　　ロ 寄宿舎・共同住宅等 277 100 56 27 10 11 17 21 6 8 2 11 1 4 1 2

　　イ 病院・診療所等 8 4 1 2 1

　　ロ 特別養護老人ﾎｰﾑ等 6 3 1 2

　　ハ 老人福祉施設等 3 2 1

　　ニ 幼稚園等 0

7 　　　　学校等 5 4 1

8 　　　　美術館等 1 1

　　イ 蒸気浴場・熱気浴場等 1 1

　　ロ 公衆浴場等 0

10 　　　　停車場等 0

11 　　　　神社又は寺院等 1 1

12 　　イ 工場又は作業所 5 4 1

13 　　イ 車庫又は駐車場 0

14 　　　　倉庫 0

15 　　　　その他の事業場 24 10 11 3

　　イ 特定複合用途対象物 230 106 81 26 4 2 3 3 2 1 2

　　ロ その他の複合用途対象物 71 48 18 3 1 1

17 　　　　重要文化財等 0

階別

752 331 195 79 23 20 26 33 8 9 5 12 1 4 1 1 4

610 269 165 67 19 14 16 24 6 4 5 10 1 4 1 1 4

49 18 7 5 3 4 1 6 1 4

30 10 8 4 1 1 5 1

62 34 15 2 1 4 3 1 1 1

1 1

3

9

16

計

熱　　　　　　　　　　　　　　　海

伊　　　　　　　豆　　　　　　　山

泉

南　　　　　　　熱　　　　　　　海

初　　　　　　　　　　　　　　　　島

15 16 174 5 6 7 18 19
地域別

9 10 11 12 13 14計 8

消
防
法
施
行
令
別
表
第
一
に
定
め
る
防
火
対
象
物

中高層建築物地域別分布状況

11 12 13 14

6

5

1

2

7 8 17 18 19
防火対象物

9 10 15

計

16

中 高 層 建 築 物 一 覧 表
階別

計 4 5 6
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消防団主要行事及び出動状況 

 

＜令和４年度＞ 

４月 １日      熱海消防集合式 

４月 ９、１６日   網代海上花火大会警戒、熱海海上花火大会警戒 

５月２、１４、２１日 熱海海上花火大会警戒 

６月 ２日      災害出動（初島救急支援） 

６月２７日      災害出動（初島その他火災） 

７月 ３日      伊豆山土石流災害に伴う行方不明者一斉捜索 

７月１０日      熱海海上花火大会警戒 

７月２３、２９日   泉地区花火大会警戒、熱海海上花火大会警戒 

７月３１日      災害出動（初島救急支援） 

８月 ５、８日    熱海海上花火大会警戒 

８月 ９日      災害出動（初島救急支援） 

８月１２日      上多賀海上花火大会警戒 

８月１４日      災害出動（初島救急支援） 

８月１６、１８日   上多賀、網代、熱海海上花火大会警戒 

８月２０日      災害出動（初島救急支援） 

８月２１日      熱海海上花火大会警戒 

８月２３日      災害出動（初島救急支援） 

８月２６日      熱海海上花火大会警戒 

８月２８日      災害出動（初島救急支援） 

９月 ８日      災害出動（初島救急支援） 

９月１９日      熱海海上花火大会警戒 

９月２７日      災害出動（初島救急支援） 

１０月 ４日     静岡県消防防災航空隊合同訓練(初島地内) 

１０月１２日     災害出動（初島救急支援） 

１０月１５日     熱海海上花火大会警戒 

１０月２３日     東豆支会合同訓練(上多賀地区) 

１１月 ２日     災害出動（初島救急支援） 

１１月 ５日     熱海海上花火大会警戒 

１１月 ６日     秋季合同演習(渚町地内)消防ひろば 

１１月２０日     熱海海上花火大会警戒 

１１月２１日     災害出動（初島救急支援） 

１２月 ３日     災害出動（初島救急支援） 

１２月 ４日     熱海海上花火大会警戒 

１２月１５日     市民安全大会(渚町地内) 

１２月１８日、２４日 熱海海上花火大会警戒 

１２月２９～３１日  年末特別警戒 

１月 ７日      令和５年熱海消防出初式（熱海親水公園レインボーデッキ） 

１月１３日      災害出動（初島救急支援） 

２月２６日      春季合同演習(下多賀地内) 

３月 ５日      熱海市津波避難訓練 

３月２０日      災害出動（初島救急支援） 

３月２０日      熱海海上花火大会警戒 

３月２６日      第４分団新車配備式 



区　分
職　階 団　長 副団長 本部部長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 計

定　数 1 4 20 12 12 12 79 310 450
実　数 1 4 24 12 12 12 74 227 366

職　階

1 4 24 29
1 1 1 7 19 29
1 1 1 7 8 18
1 1 1 7 20 30
1 1 1 7 23 33
1 1 1 7 25 35
1 1 1 7 18 28
1 1 1 7 15 25
1 1 1 5 20 28
1 1 1 5 16 24
1 1 1 7 30 40
1 1 1 7 28 38
1 1 1 1 5 9

1 4 24 12 12 12 74 227 366

区 分

一

分

団

二

分

団

三

分

団

四

分

団

五

分

団

六

分

団

七

分

団

八

分

団

九

分

団

十

分

団

十
一
分
団

所 在 地 咲見町 福道町 昭和町 伊豆山 泉 上多賀 下多賀 和田木 初　島 網　代 網　代

管轄地域

東
　
　
部

熱
海
地
区

北
　
　
部

熱
海
地
区

西
　
　
部

熱
海
地
区

全
　
　
区

伊
 

豆
 

山

泉
 

全
 

区

全
　
　
区

上
 

多
 

賀

中
　
　
野

下
 

多
 

賀

小
　
　
山

和
 

田
 

木

初
島
全
区

南
　
　
部

網
代
地
区

北
　
　
部

網
代
地
区

　　消　防　団　員　数　

0.16

第 ４
方 面 隊

第 ９ 分 団

第 10 分 団

第 11 分 団

第 ２
方 面 隊

第 ４ 分 団

女 性 消 防 部
計

　　分　団　管　轄　区　域

消 防 団 員
１ 人 当 た り
消 防 団
１ 分 団 当 た り

人口（人）

93.71

3,118.27

世 帯

57.17

1,902.45

面積（ｋ㎡）

第 ３ 分 団

5.6

区 分

第 ５ 分 団

第 ３
方 面 隊

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

第 ８ 分 団

班 長 団 員 計

　　消　防　団　員　の　配　置　状　況

　　比　較

所　属
消 防 団 本 部

第 １
方 面 隊

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

令和5年4月1日現在
団　　本　　部 分　　　　　　　　　団

団 長 副団長
本 部
部 長

分団長
副 分
団 長

部 長
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職業別

農

業

林

業

漁

　
　
　
業

建

　
設

　
業

製

　
造

　
業

卸
売
小
売
飲
食
業

不

動

産

業

運

輸

通

信

業

金

融

保

険

業

サ

ー

ビ

ス

業

電

気

ガ

ス

水

道

公

　
務

　
員

そ

　
の

　
他

計

団員数 3 8 75 19 67 0 14 3 91 25 37 24 366
割　合
（％） 0.8% 2.2% 20.5% 5.2% 18.3% 0.0% 3.8% 0.8% 24.9% 6.8% 10.1% 6.6% 100

　　階
級

団

長

副

団

長

分

団

長

本
部
部
長

副
分
団
長

部

 
長

班

 
長

団

 
員

計

２０才未
満 1 1

２０才
～２４才 12 12
２５才～
２９才 24 24
３０才

～３４才 52 52
３５才

～３９才 12 28 40
４０才

～４４才 2 2 3 29 21 57
４５才

～４９才 5 8 6 16 26 61
５０才以

上 1 4 29 2 3 17 63 119

計 1 4 36 12 12 74 227 366

在職年
数

５

年

未

満

1
0

年

未

満

５

年

以

上

1
5

年

未

満

1
0

年

以

上

2
0

年

未

満

1
5

年

以

上

2
5

年

未

満

2
0

年

以

上

3
0

年

未

満

2
5

年

以

上

3
0

年

以

上

計

団　員 36 66 67 49 39 48 61 366

  消 防 団 員 在 職 年 数 別 調

  消　防　団　員　年　齢　別　調

  消　防　団　員　職　業　別　調
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令和５年度全国統一防火標語 
 

火を消して 

   不安を消して 

       つなぐ未来 
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